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　　A-46 魚類-a t^'りりか,エ鈴りa質烹量紙（才一籤｡）

　　　^>X^JEt ^m^^fう J^Ar^ff 1^-n^f(Am fX. %, -

　回的　わむR T'＼Z孝ゐo>脂質戻量,Cエータ'L 諭出織K｀± t (てｔ用^ がlてさ尺。し

ぶし,?ン. 尽顧，卯類. 耳嶺n ､ヽぞ。。。エ品　チ- ズ^i ど･酸・分解汰ぷ｀A0 A ひ公吏茲

いで採用? 収てﾚにる. l/>, (f*うフロロぷルAメタノーノム競放で≒柚去すi ^ 斌（C

M壊）i近今昔打タれでレ1 る。瀋^ わJラくの令品に上記三矛試J: 落テ政fe;S: 加元比

較ドX 東大:。淮回I?魚類及び" ￥の加･エ聶の-5、いこ-7 7 瀞討ト2 ざ斌でヽ光量^d，-，

脂質・おt万塀滅χふをまずTL O,f叫らべ. これら・争品の脂買戻i 臓k Iてｃ

M斌の適用べ｀有効T- あふいベリn気i碍た・ご軟膏する。

　富域　試料：畦t｀フお，・i i うi-レｆフhぶし科. 尺ろこ。ふ2ゑ，取賃誦戴城

'.エーフ心軸叙斌＼J 夕本冷試料>3ホモジTイズ｀甕漸水枕酸ナトV ウ、i: 1 り寸≪"て瀦

鳶I R。綻分解汰･:i A 0 A O公吏域n 竿じ'n. CM砥･i々水ふ試料(J 濃z ジ｀-rイぞ使

からノウ土とまざ，私物試料,J含永（:,M でヽV羞浸ぬしC.MW2;^. 脂賃城ふのふを

。石油エーアIしI- 転瀋:? i 政良識い

　紆果。0 M 汰いい刈け. 禎泰aS 質びと心哨にμ合し刎i賃・溜飲T（:最りft

い大量壇:S. 示I R,
，ヽつお^;粉パン脂賃^認･。られず.

脂肪良･K- /fらre. 酸冷

解茲で＼^ T性8b質. リン脂賛べヽ小鮮?れ，脂肪酸を生戌レエズ7 Iレ顧り尽i^）らr＼.

走-t植,3 C M 漬t 北べT Z,～おff% 飢eヽ, μ. エ- T Iレ聶ti. 邸燥蛎

七低い変量値を^ え. ご,M 域。厦。ぶ。･/. /:了ぎず. 脂賛の抽叙1＼' 不十冷で｀あ，た。生

咄っ粘でn 乙^法i 同一^Sti チλ尺ボ｀. TてろこT-13 加･/.以下で｀,ら，尺，

　　　A－47 食^^寮の撒畳全属り無反£定量法( 1 ）ジ手ゾン抽金原｝吸も含新法

　　　　　　武声･’けた象玖　ｏ中村靖子　危山一巻

　目的　塵品希の徽i奎属め定量ヒ。促米,£ずよみを更忠して溶解後適当な方宏で･剥

ｔしていたが，灰化に多くの時間を季するため. ,討死rは灰化を省略し1 迅速ぷ,つ

正雄に測定しよ7 Iし，ジ斗ゾン匝］塩化良i-紬出一岸^歌t辱細宏^cつぃr鋏討しれ

　方法　唐晶を丸ず細断，粉砕など微細化し，季すればりO'T乾諌一寸b．唐品試料

約 孚をとり適当な緩衝波，酸,化則3 た,5還も貰雌加え丸乞加えて約5 0 ，皿とし，こ

れ友Z 0 0 m£分流ロート乙入れ，次・0,ク2 %ジルソン一回塩土吏１湛袁1 0 μ＼加

I, 叉盈器C T約３曙闇涙堡使令浪>z 一卜を静置し, ジ斗デン層を別のI 0 0 砲力謙

＼Z－I- にとい　こ索に6 H梢酸; 0 n.<Jt左加えT 約2 分聞芦く振汲し, 全為雁分を液酸

申に洛ゑt る。硝眺層をil ヽ)t､I ，S 0 rJ.メスフラス,コ巴と') , 赳を球綻ゴで加える。

こもを原う吸乞唐齢汰巴よI) , 顧( 3 2 4 宮幻力レバヤ乙（2 2 了E A) 渉ぼ( 2 I

7 0/）f録(2 13 ? A )　り測定を^ る。

　尨果，奎§3 めジ斗ゾン回塩忠良*. 油ま宏とI て現在孕で才としてクエン酸フンモに，

ツム，塩酸じにEキV T 心ン洛双c J:ろF 片1 。･ﾜ｡ダでヽ地itし乙　こ収i3膀の茸が定

f 法。年前・･あるが，泉紛について冽支し1 紅菓i3

次，ヽ穐Kね。すi.　ただし測定・標津£して13 ，食品

四匙化に最立粘土,鉱物に藍く利用い以てぃるユ―■ シ

りレにf i 仄化刺趾め紅炎i 用いに　なあ，ブｙン
クを考凛す徊μヽ蓼かおり。
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